
この組織が、

なぜ20年続けることが

できたのか。

時代に合わせた、組織の変化について

NPO法人 ezorock
代表理事 草野 竹史





【第一期】「青年団体“ezorock”の設立」
2000～2006



【第二期前期】「環境NGOとして事業化・独立」
2006～2010



【第二期後期】「震災支援と環境団体としての限界」
2010～2013



【第三期前期】「環境NGO」から「NPO法人」へ
2013～2018



【第三期後期】胆振東部地震とコロナ過における変化
2018～2022



【参加年数】毎年、関係者が増えていく



NPO・団
体

青年層を中心とする
プロジェクトチームの集まりと

コミュニティ

企業行政
地域・若者

パートナーシップ

入
会

○NPO法人 ezorock
青年のアイディアとパワー
の提供

○パートナー
活動資金や知識、
ネットワークなどの提供

例）国立公園の環境保全

例)フェスの環境対策 例)サイクルシェアの運営例)空き家の活用

例）地域の若者との連携

【実施体制イメージ図】



第一期(01～06） 第二期(06～13) 第三期(13～21)

組織形態 ezorock(任意団体) 環境NGOezorock(任意団体) NPO法人ezorock

事業規模(年度) 数十万程度 400～3000万程度 4000万～5000万

代表者 毎年交代 有(総会にて) 有(総会にて)

有給職員 無 有(2～4名) 有(6～10名)

総会・理事会 無？ 有 有

主な収入源 会費・助成 事業収入、助成 事業収入、助成

主なパートナー 中間支援組織 企業、一部自治体 自治体、企業、大学

会員数 10～20名 100～200名程度 200～300名程度

プロジェクトメンバー
(通年参加)

数名 50名程度 100～150名以上

プロジェクト数(年間) 1 3～4程度 7～10程度

主な活動内容(通常時) 野外フェスの環境対策が中心 野外フェスのごみ問題、若者の環境活
動推進、

野外フェスのごみ問題、若者の環境活
動、地域づくりへの参加、災害支援、
行政や大学等に対する中間支援など

情報共有 メーリングリストと
対面式のミーティング

社内SNS(’09～)
対面式のミーティング

社内SNS(’13～)
完全オンライン化(’20～)

関連会社等 なし なし 合）森のピタゴラス
合）北国熱源社(HGFとの共同出資)

【変化】活動の経年変化



水谷 あゆみ（2６歳）京都府出身
在学中、バイトきっかけで団体の活動に参画

就職に悩んだ末、エゾロックで働くことに

半年後、北海道胆振東部地震の災害支援参画

民間初の「社会教育士」行政と協働事業へ

翌年、地球環境基金の若手プロジェクトへ

ケース①：プロジェクトと人を育てる

関係人口×社会教育「179リレーションズ」設立

地球環境基金 若手プロジェクト
2019-2021（470万×3年）

⇒事業規模約3倍、プロジェク
トメンバー約5倍、団体の主力

事業へ



ケース②：プロジェクトと人を育てる

崎川 哲一（30歳）北海道大農学学院森林資源科学卒
学生時代子どもキャンプや森づくりに参加。

就職活動ですべての内定を辞退。路頭に迷う

3年間石狩の子ども農村体験の現場で活躍。

樹木医の試験に合格。北海道最年少樹木医へ

木育×福祉 放デイ「もりぴた」開所

（合）森のピタゴラス 設立。代表へ
農水省、子ども農産漁村交流事業
2016-2018（2年×800万)＋α

⇒木製知育玩具開発・販売、創業
新分野開拓、雇用創出



ポイント①：申請書を誰が書くのか？



ポイント②：プロセスを共有する



ポイント③：助成終了後に、コミュニティは残る



「ご清聴ありがとうございました」


